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Association of physical activity and socio-demographic 
factors among Japanese workers
Mitsuhiro Amazaki，Chihiro Kemuriyama １）
要約：本研究の目的は，日本人勤労者を対象に，身体活動量を増進させる要因として，人口統計学的要因を





























日本人勤労者の運動量を Health Action Process 



















































































































































　　正規雇用 1491（67.8） 994（90.4） 497（45.2）
　　非正規雇用 709（32.2） 106（ 9.6） 603（54.8）
婚姻状況
　　未婚 898（40.8） 433（39.4） 465（42.3）
　　既婚 1302（59.2） 667（60.6） 635（57.7）
最終学歴
　　大学院修了 154（ 7.0） 116（10.5） 38（ 3.5）
　　大学卒 949（43.1） 556（50.5） 393（35.7）
　　短期大学卒 276（12.5） 23（ 2.1） 253（23.0）
　　高等専門学校・専門学校 255（11.6） 116（10.5） 139（12.6）
　　高等学校卒 531（24.1） 269（24.5） 262（23.8）
　　中学校卒 35（ 1.6） 20（ 1.8） 15（ 1.4）
世帯収入
　　200万円未満 553（25.1） 72（ 6.5） 481（43.7）
　　200万円－400万円未満 727（33.0） 288（26.2） 439（39.9）
　　400万円－600万円未満 475（21.6） 351（31.9） 124（11.3）
　　600万円－800万円未満 275（12.5） 236（21.5） 39（ 3.5）
　　800万円－1000万円未満 98（ 4.5） 89（ 8.1） 9（ 0.8）



















































始点 終点 正規雇用 非正規雇用
自己効力感 → 行動意図 .284＊＊＊ .286＊＊＊ 0.115 n.s.
リスク知覚 → 行動意図 .156＊＊＊ .164＊＊＊ 0.029 n.s.
ポジティブ結果予期 → 行動意図 .340＊＊＊ .387＊＊＊ 0.924 n.s.
ネガティブ結果予期 → 行動意図 －.192＊＊＊ －.078＊＊＊ 3.228＊＊＊
行動意図 → 行動計画 .253＊＊＊ .211＊＊＊ －1.021 n.s.
自己効力感 → 行動計画 .561＊＊＊ .575＊＊＊ 0.814 n.s.
行動計画 → 身体活動量 .399＊＊＊ .384＊＊＊ －1.423 n.s.


























































始点 終点 未婚 既婚
自己効力感 → 行動意図 .320＊＊＊ .251＊＊＊ －2.316＊
リスク知覚 → 行動意図 .133＊＊＊ .171＊＊＊ 0.758 n.s.
ポジティブ結果予期 → 行動意図 .371＊＊＊ .344＊＊＊ －1.129 n.s.
ネガティブ結果予期 → 行動意図 －.169＊＊＊ －.161＊＊＊ 0.683 n.s.
行動意図 → 行動計画 .245＊＊＊ .239＊＊＊ 0.366 n.s.
自己効力感 → 行動計画 .558＊＊＊ .568＊＊＊ 0.85 n.s.
行動計画 → 身体活動量 .350＊＊＊ .416＊＊＊ 1.251 n.s.

























































始点 終点 大卒未満 大卒以上
自己効力感 → 行動意図 .300＊＊＊ .260＊＊＊ －2.107＊
リスク知覚 → 行動意図 .156＊＊＊ .156＊＊＊ －0.445 n.s.
ポジティブ結果予期 → 行動意図 .318＊＊＊ .396＊＊＊ 1.37 n.s.
ネガティブ結果予期 → 行動意図 －.161＊＊＊ －.156＊＊＊ 0.526 n.s.
行動意図 → 行動計画 .222＊＊＊ .260＊＊＊ 1.324 n.s.
自己効力感 → 行動計画 .574＊＊＊ .555＊＊＊ －2.026＊
行動計画 → 身体活動量 .420＊＊＊ .362＊＊＊ －0.146 n.s.

























































始点 終点 400万円未満 400万円以上
自己効力感 → 行動意図 .296＊＊＊ .261＊＊＊ －1.447 n.s.
リスク知覚 → 行動意図 .164＊＊＊ .150＊＊＊ －0.435 n.s.
ポジティブ結果予期 → 行動意図 .362＊＊＊ .345＊＊＊ －0.747 n.s.
ネガティブ結果予期 → 行動意図 －.148＊＊＊ －.170＊＊＊ －0.67 n.s.
行動意図 → 行動計画 .207＊＊＊ .286＊＊＊ 2.465＊＊
自己効力感 → 行動計画 .594＊＊＊ .525＊＊＊ －2.396＊＊
行動計画 → 身体活動量 .414＊＊＊ .370＊＊＊ 0.289 n.s.
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